















































































1. 標本盗難、破損・汚損等防止対策  
・標本はその重要度に応じた固定やカバーによる防犯対策を行う。 
・Ｃ２号館一階 標本室・研究室・化石処理室・展示室：外側の窓には、防犯ベルを取り付ける。これにより
本館が閉鎖中における外部からの侵入に対応する。 
・Ｃ２号館一階 展示室・化石処理室には防犯カメラを設置する。これによりループ画像記録を行う。防犯
カメラ記録中と表示し、盗難を未然に防止する。 
・Ｃ２号館一階 技術職員によるほぼ毎日の目視による標本確認を行う。異常があれば防犯カメラ記録画像
による確認を行える状態とする。 
・Ｃ２号館三階図書室とＡ１号館四階図書室の展示物においては、開館中は司書が目視できる範囲に標本が
あるため、目視によって防犯対策を行う。また、防犯カメラを設置する。これによりループ画像記録を行う。
防犯カメラ記録中と表示し、盗難を未然に防止する。 
2. 火災・地震等の危機対応 
・標本棚を固定し、地震による標本の転倒を防止する。 
・標本を地震動によるずれや落下の危険ができるだけないように配置する。 
・火災対策は本学で別に定められた規定に基づいて従って実施する。 
 
 
  
